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暫
學
研
究
　
第
百
七
十
入
號

観
い
て
る
る
。
　
こ
れ
ぼ
第
二
艇
本
論
の
補
遺
ミ
も
な
る
の
で
あ
ろ
が
、
松
村

博
士
ぽ
我
が
紳
話
の
養
展
し
糞
形
態
に
於
け
る
イ
ザ
ナ
ミ
の
命
た
観
、
遠
忌

氏
ほ
紳
話
の
原
型
な
民
俗
學
的
に
把
提
．
ぜ
ん
芒
で
ろ
故
に
，
イ
ザ
ナ
ミ
の
命

も
低
い
紳
定
占
怯
る
の
で
に
な
い
か
Q
こ
の
纂
ご
抹
第
二
撒
…
の
本
論
に
就
い
て
・
も

需
ひ
得
ろ
の
で
あ
る
。
芦
塚
氏
の
精
緻
眞
繁
な
る
研
究
に
ば
敬
服
す
る
が
、

目
土
血
成
親
話
の
研
究
書
、
そ
れ
の
原
型
の
碍
究
ピ
ぼ
賊
別
当
れ
れ
ば
な
ら

ぬ
。
　
氏
ほ
こ
の
説
話
の
本
質
た
研
究
す
・
ろ
ビ
巷
彌
ハ
に
ん
双
べ
て
る
る
が
、
實
ぱ

鱗
ろ
こ
の
銑
話
の
趙
源
又
艮
成
立
或
に
渡
生
の
研
究
で
あ
っ
て
、
説
話
の
あ

ら
ゆ
る
問
題
の
研
究
で
に
な
い
。
故
に
松
村
氏
の
や
う
な
研
究
（
れ
ε
ひ
多

少
の
難
黙
ば
あ
り
定
し
て
も
）
左
回
雇
償
櫨
を
虐
兀
全
に
持
っ
て
る
ろ
ビ
思
ふ
。

（
代
書
爲
）京

城
帝
國
大
學
法
文
學
愈
第
二
部
論
纂

「、

N
學
論
集
し
第
二
輯

　
京
城
帝
二
大
學
法
交
學
會
第
二
部
ほ
哲
墨
・
奥
臆
堅
・
丈
學
に
關
す
ろ
諸
膚
題

奄
研
究
す
ろ
槻
關
で
あ
ろ
。
　
｝
昨
年
ほ
朝
鮮
支
那
の
文
化
に
…
慰
し
口
論
文
集

み
暖
し
、
昨
年
に
西
洋
哲
學
た
罫
象
ご
す
ろ
研
究
為
」
荒
し
て
公
潤
し
ぬ
。

全
燐
七
百
数
十
頁
の
大
鰐
で
あ
り
、
そ
の
申
に
ぼ
長
篇
論
文
が
少
く
な
い
9

そ
の
目
次
ほ
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
刀
江
書
院
刊
）

　
實
蹉
的
目
的
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
本
愛
之
助

　
朝
鮮
の
婚
姻
形
態
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
　
　
葉
　
　
隆

　
「
勘
」
の
辮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
　
　
珊
　
　
亮

．
ラ
ン
ケ
の
髄
界
史
に
於
け
る
史
的
渡
展
　
　
　
　
　
金
　
子
　
光
　
介

八

彩
雲
現
象
學
の
欝
象
に
就
い
て

初
期
人
父
主
義
教
育
思
想
に
見
え
れ
ろ

ク
イ
ン
テ
ィ
”
ア
ヌ
ス
の
影
響

特
殊
蓮
動
感
蝿
の
啓
定

デ
ィ
ル
タ
イ
の
心
理
學
に
於
け
る
鱗
造
の
概
念

現
實
意
識
に
就
い
て

敏
育
の
本
質

カ
ン
｝
の
糧
一
本
翫
心
観

赤
松
恕
城

安松金蓮堺田

倍月本水風花

能秀利　一爲

成雄吉況廓雄

（
以
上
三
橋
紹
介
）

寄
贈
回
書

信
仰
ご
理
性

美
學
研
究
　
第
四
秘

薬
術
學
研
究

入
生
論

舞
四
輯

存
在
の
現
象
形
態

コ
リ
ン
ウ
ッ
ド
予
定
儂
戴
拾
五
鑓

林
　
　
灘
　
　
太
諜
　
警
醒
祉
　
幾
行

來
京
帝
巨
大
一
一
學
談
話
愈
編

定
偵
嶽
闘

外
山
斜
日
警
醒
　
定
窯
燕
認

土
田

杏
村
著
　
定
償
萱
測

以
上
第
一
堂
“
房
資
行

山
内
得
立
著

定
偵
金
戴
園
五
拾
銭

鰹
波
書
店
獲
行
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寄
贈
雑
書
翻
闇

哲
學
雑
談

倫
　
理
　
研
　
究

丁
酉
倫
理
會
議
演
集

學
校
教
育

三
三
　
研
　
究

信
　
濃
教
育

願
　
　
　
　
慧

猛
理
學
研
究

帝
醐
大
學
薪
聞

皇
嗣
五
年
十
二
月

同
十
二
月

　
同
十
二
月

評
十
二
月

同
十
一
海

同
十
二
月

嗣
十
二
月

伺
十
二
月

　
五
二
六
號

　
　
十
㎜
號

　
三
三
八
韓

　
一
コ
○
號

　
　
三
九
號

　
五
三
〇
號

九
年
十
二
月

目
巷
臨
噂
號

昭
和
五
年
十
一
月
二
十
四
欝
、
十
二
月
入
口

彙

報

京
都
哲
學
會
講
演
曾

　
澱
欝
の
如
く
、
　
去
る
昭
郵
五
年
十
一
月
二
十
九
日
土
曜
午
後
｝
暗
雫
よ
り

京
都
瀬
田
大
學
丈
學
郡
第
九
教
室
に
於
て
虚
の
講
演
倉
な
催
し
六
。

一二

法
華
経
に
於
け
る
浄
土
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
京
都
帝
國
我
侭
文
學
郡
講
師

形
両
上
學
的
噂
間

　
　
　
　
　
　
　
京
都
帯
國
穴
學
丈
學
郡
講
師

新
　
朝
　
紹
　
介

本
田
　
義
英
氏

九
蒐
　
馬
造
政

當
臼
ば
寒
さ
が
曇
り
烈
し
く
な
く
、
天
氣
も
良
か
っ
六
㌧
來
聰
春
約
五
百

人
、
來
は
横
風
、
北
ほ
新
潟
、
西
に
廣
島
、
松
山
よ
9
聯
〃
に
”
此
の
倉
の
爲

に
膨
席
さ
れ
☆
人
々
も
あ
っ
訊
バ
Q
盛
會
の
観
に
五
時
講
演
會
な
終
ろ
。
引

績
斗
＼
來
・
曾
者
の
右
志
三
十
余
名
が
二
講
瞭
た
巾
心
に
欝
軍
官
食
堂
に
て
晩

餐
倉
奄
催
し
、
微
談
為
共
に
し
六
〇

心
理
學
讃
書
會

　
去
ろ
昭
和
五
年
十
一
月
十
四
日
金
畷
左
の
嚢
表
な
心
理
學
教
室
に
て
午
後

　
三
昨
・
牛
よ
り
行
ふ
。

　
　
内
織
感
覧
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
　
　
川
君

　
二
五
館
十
二
刀
五
H
金
曜
同
既
に
於
て
午
後
三
時
傘
よ
リ
左
の
聚
炎
あ
り

　
　
人
類
の
感
蝿
的
感
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絢
名
　
　
蓮
君

美
學
會

去
ろ
十
二
月
九
髄
（
火
曜
）
樂
友
會
鎗
に
て

　
人
形
劇
に
つ
い
て

美
學
讃
書
會

去
ろ
十
一
月
二
十
五
目
樂
次
愈
鱈
に
て

　
ω
剥
奪
門
O
切
O
ぽ
二
〇
巳
誠

土《

髀
¥
ご
鐸
〃
十
山
ハ
日
（
火
曝
脇
）
轍
恥
力
砂
合
口
館
に
て

　
申
果
｝
影
キ
ス
タ
ン
の
燵
晶
淑
踊

三
九

辻
部
政
太
耶
震

堀
瀬
　
爾
夫
君

上
野
　
照
夫
君


